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市政だより

昭和53年8月15白地848

人口の動き

7月 T日現在 前月比

人口計 6 3，4 8 3 +150 
男 30，5 1 4 + 98 
女 32，9 6 9 + 52 
世帯数 1 7，6 13 - 3 
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夏休みの子どもたち
夏休み子どもおやつ教室が8月4日、中央公民館で

開かれま した。

乙の教室は、おやつをつくる知識や技術を学ぶとと

もに.つく る乙との楽しさを体験しようと、 管理栄養

士の山口貞子先生の指導で聞かれています。

乙の日は、カメオティー・ クッキーと フレンチトー

ス卜をっくり ましたが、クッキーのこ うばしい香りが

教室いっぱいにただよっていました。

おやつに特訓?
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毎 月1日・15日発行 発行所/大村市役所 編集/都書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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児童手当、貰ってますか、
一該当者は請求して下さい

10月分から6，000円に増額
〈市民税の所得割額のない人〉

受
給
資
格

支
給
額
・
手
続
き
な
ど

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
て

出
生
順
に
数
え
て
三
人
目
以
降
の

児
童
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
重

で
あ
る
場
合
支
給
さ
れ
る
も
の
で

一
人
月
額
五
千
円
支
給
さ
れ
ま
す

た
と
え
ば
十
八
歳
未
満
の
児
童

が
四
人
い
て
、
第
三
子
、
第
四
子

が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
と
い

う
乙
と
で
あ
れ
ば
、
一
人
月
額
五

千
円
で
す
か
ら
一
万
円
支
給
さ
れ

る
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
。

乙
の
手
当
は
、
請
求
に
基
づ
い

て
認
定
し
支
給
し
ま
す
の
で
該
当

す
る
人
で
認
定
請
求
を
し
て
い
な

い
人
は
、
早
自
に
手
続
き
を
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
公
務
員
と
公
共
企
業
体

の
職
員
の
認
定
と
支
給
は
、
そ
の

勤
め
先
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
児
童
手
当
法
の一

部
が
改
正
さ
れ
、
十
月
分
か
ら
市

民
税
の
所
得
割
額
が
な
い
人
の
場

一
重
度
心
身
障
害
児

~

緊

急

保

護

事

業

が

発

足

一
重
度
心
身
障
害
児
(
者
)
を
介

一
護
し
て
い
る
保
護
者
が
疾
病
な
ど

~
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
介
護
が

~困
難
と
な
っ
た
場
合
、
重
度
心
身

※ 

(
者
)

障
害
児

(
者
)
を
一
時
施
設
に
保

護
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

対
象
者

マ
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
ま
た
は

.••••••••• 
合
、
手
当
の
額
が
六
千
円
に
増
額

さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
本
年
一
月
以
降
に
当

市
に
転
入
し
て
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
所
得
割
額
の
有
無
に

つ
い
て
、
前
住
地
の
市
町
村
長
の

証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

振
込
支
給
日
は
何
回

児
童
手
当
の
支
給
は
、
二
月
.

六
月
お
よ
び
十
月
の
年
三
回
、
四

カ
月
分
を
ま
と
め
て
、
そ
の
月
の

前
月
分
ま
で
を
支
給
し
て
い
ま
す

が
、
本
市
で
は
今
年
度
か
ら
振
込

支
給
日
は
、
そ
の
月
の
十
五
日
と

い
う
こ
と
に
決
め
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
課

へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

金
婚
記
念
該
当
者
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

市
は
、

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

夫
婦
を
祝
福
し
、
長
年
円
満
な
家

庭
生
活
を
築
か
れ
社
会
の
た
め
に

貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

金
婚
記
念
該
当
申
立
書
に
戸
籍
謄

二
級
所
持
者

一

マ
療
育
手
帳
A
に
該
当
す
る
人
一

マ
県
内
に
居
住
し
て
い
る
在
宅
児
一

(

者

)

一

マ
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
る
人
…

※
登
録
手
続
な
ど
、

詳
し
い
乙
と
一

は
福
祉
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
一

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

本
を
添
え
て
福
祉
課
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

対

象

者

本
市
に
一
年
以
上
居
住

し
、
九
月
十
五
日
現
在
で
婚
姻

(戸
籍
に
記
載
し
た
日
)
か
ら

満
五
十
年
を
迎
え
ら
れ
た
天
婦

(婚
姻
年
月
日
が
大
正
十
五
年

九
月
十
六
日
か
ら
昭
和
二
年
九

月
十
五
日
ま
で
)

申
立
書
提
出
期
限

八
月
三
十
一
日

※
申
立
書
は
福
祉
課
ま
た
は
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

。
記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て
は
後

日
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
。

。
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
課
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
I
l
l
l」

8
月
分
か
ら
増
額
さ
れ
ま
し
た
l
l
L

八
月
か
ら
両
制
度
が
改
善
さ
れ

ま
し
た

。
児
童
扶
養
手
当

こ
の
手
当
は
、
不
幸
に
し
て
父

と
生
活
を
と
も
に
で
き
な
い
児
童

ま
た
は
父
が
障
害
者
な
ど
の
児
童

の
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

手
当
の
額
(
カ

ッ
コ
内
は
旧
手
当
)

児
童
一
人
の
場
合
月
額
二
万
千

五
百
円
(
一

万
九
千
五
百
円
)

児
童
が
二
人
の
場
合
月
額
二
万

三
千
五
百
円
(
二
万
千
五
百
円
)

で
、
児
童
が
三
人
以
上
の
場
合

一
人
増
え
る
ご
と
に
月
額
四
千

円
増
額
さ
れ
ま
す
。

。
特
別
児
童
扶
養
手
当

乙
の
手
当
は
、
身
体
ま
た
は
精

神
に
障
害
が
あ
る
児
童
を
監
護
す

る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す。

手
当
の
額
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
手
当
)

児
童
一
人
に

つ
き
重
度
障
害
児

は
月
額
二
万
四
千
八
百
円
(
二

万
二
千
五
百
円
)
、
中
度
障
害

児
は
月
額

一
万
六
千

五
百

円

(
一
万
五
千
円
)
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
請
求
の
手
続
き
な
ど
、
詳
し
い

乙
と
は
福
祉
課
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

一

市

立

病

院

三

浦

診

療

所

一

移

転

し

ま

し

た

一

一
建
物
の
老
朽
化
の
た
め
、

左

地

第
二

一

一
記
へ
移
転
し
ま
し
た
。

(
旧
三
浦
出
張
所
跡
)

一

一

日

泊

郷
字
中
尾

一
O
四
六

番

電

②

|

二

七

九

四

一

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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み
ん
な
の
手
で

美

し

市
民
大
清
掃

市
衛
生
組
織
連
合
会
と
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
で
は
、
八
月
二
十

日

t
二
十
七
日
を
「
市
民
大
清
掃

週
間
」
と
定
め
、
市
民
総
参
加
に

よ
る
大
清
掃
を
行
う
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。

特
に
八
月
二
十
七
日
(
日
)
を

「
市
民
大
清
掃
デ

l
」
と
定
め
、

市
民
総
ぐ
る
み
の
大
清
掃
を
展
開

りおおむ市政だより(3) 

街
の
顔
で
す

心

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

し、

町8
月
幻
日

し
ま
す
の
で
、
家
庭
や
町
内
で
は

早
朝
三
十
分
間
の
清
掃
を
行
い
ま

Y

レ
ょ
・
つ
。

な
お
、
中
央
会
場
で
は
功
労
者

の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
き
れ
い
な
町
づ
く
り
」
の
た
め

に
、
多
く
の
市
民
の
ど
参
加
ど
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
中
央
会
場
で
は

マ
午
前
七
時
市
役
所
前
集
合

表
彰
の
あ
と
二
涯
に
分
れ
て

清
掃
を
行
い
ま
す
。

A
班
旧
円
融
寺
庭
園

B
班

玖

島

城

跡

。
家
庭
や
町
内
で
は

マ
家
の
ま
わ
り
、
町
内
の
道
路

公
園
、
公
民
館
な
ど
の
清
掃

日

本

脳

炎

に

注

を
行
っ
て
下
さ
い
。

。
清
掃
週
間
に
は

マ
各
事
業
所
で
も
職
場
内
の
清

掃
を
行
い
、
き
れ
い
な
環
境

づ
く
り
に
と
協
力
下
さ
い
。

マ
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な

ど
雑
草
の
繁
茂
地
の
所
有
者

は
、
除
草
を
行
い
、
美
し

い
町
づ
く
り
に
ど
協
力
下
さ

二三己.e、

8
月
・

9
月

は

流

行

期

県
内
に
日
本
脳
炎
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
は
流
行
期
で
す
。

蚊
の
発
生
源
を
な
く
す
る
と
と

も
に
、
健
康
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

マ
過
労
を
さ
け
、
睡
眠
を
十
分
と

る
乙
と
。

マ
栄
養
を
と
り
、
体
力
を
つ
け
る

乙
と
。

マ
直
射
日
光
に
長
時
間
照
ら
さ
れ

な
い
こ
と
。
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存
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療
養
の
給
付
の
範
囲
と

そ
の
給
付
を
受
け
る
方

法
は
、
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か

国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保

険
者
の
疾
病
お
よ
び
負
傷
に
つ

い
て
は
、

次
の
よ
う
な
療
養
の

給
付
を
行
う
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。ω診
療
ω薬
剤
ま
た
は
治
療
材
料
の
支

給
凶
処
置
、手
術
、
そ
の
他
の
治
療

凶
病
院
や
診
療
所

へ
の
収
容

(
い
わ
ゆ
る
入
院
)

ω看
護
(
入
院
中
の

一
般
的
な

看
護
で
な
く
、
病
状
が
重
い

場
合
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
付

き
添
い
看
護
)

山
間
移
送
(
入
院
、
転
院
な
ど
の

場
合
の
患
者
の
輸
送
)

以
上
の
う
ち
、

ω
i凶
の
給

付
は
、
自
分
が
か
か
り
た
い
と

思
う
病
院
な
ど
療
養
取
扱
機
聞

に
被
保
険
者
証
を
提
出
し
て
受

け
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で

す

か

ま
た
、

ωお
よ
び
附
の
給
付

に
つ

い
て
は
、
医
師
の
意
見
を

聞
い
て
(
医
師
の
証
明
が
必
要
)

保
険
者
(
市
)
が
必
要
と
認
め

る
場
合
に
限
り
行
わ
れ
る
も
の

で
、
乙
の
場
合
に
は
看
護
承
認

申
請
書
な
ど
を
市
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
乙
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

利高
用額
に療 i
つ養 |
い費 i
ての j

1 ・

i ! 
制
度

高
額
療
養
費
は
、
市
役
所
内

の
市
金
庫
で
支
払
っ
て
い
ま
す

が
、
最
近
、
支
払
件
数
が
増
え

窓
口
が
混
雑
し
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
預
金
口
座
振
込
に
よ

る
支
払
方
法
も
採
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
、

取
引
金
融
機
関
名
お
よ
び
口
座

番
号
を
保
険
年
金
課
に
届
け
出

て
下
さ
い
。
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そのと寺あ右をは
9月1a l:t防災のH

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震

国
で
す
。

体
に
感
じ
る
グ
有
感
地
震
d

は

一
年
間
に
七
百

t
千
件
前
後
、
一

日
に
約
一
一
・
五
件
の
割
合
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最

小
限
に
く
い
と
め
る
に
は
、
日
ご

ろ
の
心
が
ま
え
と
準
備
が
何
よ
り

も
大
切
で
す
。

「
天
災
は
忘
れ
た
乙
ろ
に
や
っ

て
く
る
」

|

|
乙
の
機
会
に
、
い

ま
一
度
，
わ
が
家
の
防
災
対
策
'

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
べ
い
は

大
丈
夫
で
す
か

六
月
の
「
宮
城
県
沖
地
震
」
で

二
十
八
人
の
痛
ま
し
い
犠
牲
者
が

で
た
乙
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

な
か
で
も
、
わ
た
し
た
ち
に
と

っ
て
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、

倒
れ
て
き
た
プ
ロ

ッ
ク
ベ
い
の
下

敷
き
に
な
っ
て
命
を
落
と
さ
れ
た

人
が
、
十
三
人
も
い
た
と
と
で
す

仙
台
市
の
郊
外
住
宅
地
区
で
は

※ 

夏

の

防

犯

運

動

実

施

中

全
体
の
六
割
近
く
が
プ
ロ
ッ
ク
ぺ

い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
四
割
近
く
が
、
倒
れ
た
か

倒
壊
す
前
と
な
っ
た
の
で
す
。

地
震
直
後
に
、
現
地
を
訪
れ
て

調
査
に
当
た
っ
た
建
設
省
建
築
研

究
所
第
二
研
究
部
無
機
材
料
研
究

室
長
の
友
沢
史
紀
さ
ん
は
、

次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
は
、

鉄
筋
が
入
っ
て
い
な
い
か
、

入
っ
て
い
て
も
基
礎
の
部
分

に
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て

い
な
い
も
の
が
大
部
分
で
す

そ
れ
に
ブ
ロ
ッ
ク
と
鉄
筋
を

接
着
さ
せ
る
詰
め
モ

ル
タ
ル

が
効
い
て
い
な
い

l
!
こ
れ

で
は
、
鉄
筋
を
入
れ
で
あ
っ

て
も
倒
れ
を
防
ぐ
効
果
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

倒
れ
た

も
の
の
中
に
は
、
基
礎
の
コ

ジ
ク
リ
l
ト
が
な
い
も
の
、

控
え
壁

(
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
の

背
面
に
つ
け
る
補
強
用
の

壁
〉
の
な
い
の
や
、
あ
っ
て

も
鉄
筋
で
へ
い
本
体
と
つ
な

い
で
な
い
も
の
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
」

8
月

割

日

ま

と
は
い
え
、
建
築
基
準
通
り
、

基
礎
、
鉄
筋
、

控
え
壁
が
じ
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
そ
う
倒
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
お
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク

べ
い
は
大
丈
夫
で
す
か
。

こ
の
機
会
に
一
度
点
検
し
て
み

て
、
ち
ょ
っ
と
で
も
不
安
を
感
じ

た
ら
、

建
築
士
や
専
門
の
業
者
に

相
談
し
て
、
補
強
策
を
講
じ
る
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

一

マ

グ

ニ

チ

ュ

ー

ド

と

一

一

震

度

ー

そ

の

違

い

一

~
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
は
、
に
替
る

と

し

ま

す

。

一

一
地
震
そ
の
も
の
の
大
き
さ
を
い
そ
う
す
る
と
、
部
屋
全
体
が
一

一
ぃ
、
「
震
度
」
は
あ
る
場
所
で
明
る
さ
を
増
し
、
い
ま
ま
で
暗
一

一
の
地
震
に
よ
る
揺
れ
の
強
さ
を
か
っ
た
所
も
、
明
る
く
な
り
ま
一

一

表

し

ま

す

。

す

。

一

一
乙
の
「
大
き
さ
」
と
「
強
さ
」
乙
の
ワ
ッ
ト
数
が
マ
グ
ニ
チ
↑

一
は
電
球
の
ワ
ッ
ト
数
と
明
る
さ
ュ

l
ド
に
相
当
し
・
部
屋
の
場
一

一
の
関
係
に
似
て
い
ま
す
。
所
に
よ
っ
て
違
う
明
る
さ
が
震

一

一

広

い

部
屋
に
一
個
の
電
球
が
度
と
い
う
わ
け
で
す
。
一

一
つ
い
て
い
る
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
一

一

部

屋
の
明
る
さ
は
、

当
然
の
!
ド
と
は
「
震
源
か
ら
放
出
さ
一

一
乙
と
な
が
ら
、

電
球
に
近
い
所
れ
る
干
不
ル
ギ
l
の
大
小
を
表
一

一
ほ
ど
明
る
く
、
遠
く
に
い
く
に
す
尺
度
」
な
の
に
対
し
、

震
度
一

一
つ
れ
て
暗
く
な
り
ま
す
。
は
「
地
震
を
感
じ
る
場
所
の
揺
一

一
と
こ
ろ
で
、
乙
の
電
球
を
も
れ
の
強
さ
を
示
す
尺
度
」
な
の
一

一

っ

と

ワ

ッ

ト

数

の

大

き

い

電

球

で

す

。

一

で
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不
燃
物
の
持
ち
出
し

は

市

県

民

税

決
め
ら
れ
た
物
を

決
め
ら
れ
た
日
に

。
不
燃
物
集
積
所
に

出
し
て
よ
い
も
の

日
常
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
不
燃
物
で
、
ビ
ジ
類
・
カ
ジ

類
・
ト
タ
ン
く
ず
・
陶
器

・
破
損

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

品
類
に
限
り
ま
す
。

不
燃
物
収
集
は
別
表
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
住
民
一
人
ひ
と

り
が
心
が
け
、
決
め
ら
れ
た
自
に

持
ち
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
・

期

分

で‘

す

の

納

期

月

。
そ
の
ほ
か
の
燃
え
る
も
の

直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

乙
ん
で
も
ら
う
か
、
小
さ
く
ま
と

め
て
家
庭
ゴ
ミ
と
一

緒
に
出
し
て

下
さ
い
。

。
廃
土
、
ガ
レ
キ
類
は

廃
土
、
ガ
レ
キ
類
の
処
分
に
つ

い
て
お
困
り
の
家
庭
は
、
車
に
積

込
む
前
に
市
清
掃
課
へ
ど
相
談
下

さ
い
。清
掃
課

(
森
園
町
)

雷
②

l
三
五
三
九

雷
②
|
二
八
一
四

も-・.... ，.
.，
 

.. ・・.，..，.・'・.，
・.，
・・.・・.，•.. 
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.
e
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・・.・
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・・.・
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・・.・
-.，
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り

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

おおむ

盛

市政だより

青
少
年
の
非
行
防
止
を
目
的
と

し
て
展
開
さ
れ
た
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
も
皆
さ
ん
の
ど
協

力
に
よ
り
盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
同
運
動
の
一
環
行
事
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
ポ
ス
タ

ー
展
、
弁
論
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

(5) 

。
ポ
ス
タ
ー
展

~ 
~ 

裡

に

終

わ

る

〈
小
学
の
部
〉

一
位
峯
由
美
子
(
放
虎
原
小
)

二
位
松
尾
久
美
(
三
城
小
)

三
位
吉
留
裕
子
(
放
虎
原
小
〉

四
位
佐
野
晋
一

(

H

)

五
位
永
江
美
保
(

H

〉

〈
中
学
の
部
〉

一
位
福
田
真
実
ハ
玖
中
〉

二
位
藤
宮
美
枝
子
(
萱
中
)

三

位

清

水

直

(

H

)

五四
位位

林
直
樹
(
郡
中
)

本
多
由
紀
子
〈
西
中
)

。
弁
論
大
会

〈
中
学
の
部
〉

一
位
植
木
由
加
里
(
西
中
)

二
位
入
江
直
子
(
玖
中
)

三
位
神
田
和
亮

(
西
中
〉

四
位
原
由
美
和
子
ハ
H

)

五
位
松
尾
英
宣
(
郡
中
)

〈
高
校
の
部
〉

一
位
小
川
内
孝
次

(
大
村
高
校
定
時
制
)

八
尋
義
秀
(

M
〉

水
野
理
恵
(
向
陽
高
校
)

位位

表

町 名 収集日 9月 10月 11月 12月

=浦地区各町内. 鈴田地区各町内 第1月曜日 4 2 6 
東浦.前舟津.外浦小路.下久原.上久原.久原官舎後木場.向木場.岩舟. 第1火曜日 5 7 5 
日向平. 上小路. 須田ノ:木. 岩舟住宅. 久原第2団地 第3火曜日 19 17 21 19 
久原団地. 片町第1・第2. 本小路. 本町第1・第2.西本町第1・第2 第1水曜日 4 1 
東本町. 第3水曜日 20 18 15 20 
三域第1・第2.水主町. 武部. 田の平. 小佐古. 柴田. 大佐古. 第1木曜日 7 5 2 7 
水田1区， 向陽町 第3木曜日 21 19 16 21 
赤佐古. 旭町団地. 草場. 池の坊. 駅前アパート . 常盤団地. 第1金曜日 1 6 3 1 
池田. 池田9区・10区・11区. 池田アパート. 坂口. 第3金曜日 15 20 17 15 
上諏訪. 下諏訪. 東諏訪. 中諏訪. 諏訪7区・ 8区. 諏訪1区. 第1土曜日 2 7 4 2 
乾馬場. 古町2丁目西. 古町5区・ 6区 第3土曜日 16 ~円LI-.lL
荒平. 水計. 徳泉川内. 大多武. 雄ケ原. 横山頭 第2月曜日 11 9 13 I 11 
古町. 中央町. 乾馬場住宅. 水田. 水田2区. 杭出津3区・4区. 12 
上杭出津. 下杭出津. 新域 協和町. 松山町. 辻田町 第4火曜日 26 I 24 I 28 26 
松並1・2丁目. 昭和通. 西小路. 植松. 小路口第3住宅. 第2水曜日 13 
植松住宅. 松並第二(西大村本町) 第4水曜日 27 I 25 I 22 27 
古賀島町. 森園町. 桜馬場第1・第2.富の原1・2丁目. 堺町. 第2木曜日 14 I 12 i 9 14 
原口町. 原口住宅. 今津町 第4木曜日 28 26 
大川田町.竹松本町.竹松住宅.小路口住宅.小路口町.小路口本町. 第2金曜日 13 10 
鬼橋町. 竹松町. 宮小路1・2・3丁目. 宮小路九電社宅. 黒丸町. 22 27 24 22 
沖田.寿古.皆同.今富.立福寺.弥勅寺.矢上.草場.橋本.宮本. 第2土曜日 14 11 一1区 2区南極本北松本久津韓日山下一地 第4土曜日
野田.重井田.北木場.今山.東光寺.野岳北・南.野田(松原).平原.武留路 第3月曜日
黒木.北川内.南川内 久良原. 中岳.田下.宮代.原 荒瀬 第4月曜日 25 I 23 

割日集収物燃不
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東南極の石をプレゼント

『暑さしのぎにどうぞ』と今月 2目、海土自衛隊大
村航空隊の重野正夫司令が、高木市長を訪問.南極の

石をプレゼジトされました。乙の石は、観測船、ふじ、

の接岸地点から20キロ奥地にあった石ということで、
同航空隊の隊員が観測隊にヘリコプターのパイロット

と整備員として同行、乙とし 5月に帰還する際、記念
に持ち帰ったものです。

航空隊の重野司令

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

古
田
J金星の輝きに歓

こども天体観測教室聞く

8月3日から 9日まで、星座や宇宙のことなど理解
を深めようと中央公民館で、少年センタ一指導主事の

野口弘満先生の指導で、乙ども天体観測教室が聞かれ

ました。夕方からの教室では、直接望遠鏡をのぞいて

の勉強で、「金星があったJfあの星はなんだろう」と
宇宙の神秘をながめ歓声がわいていました。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

南オヒ

飲酒運転追放ワ 1ソペン作戦

本町2丁目商居街(川原琢次理事長)では、乙のほ

ど、飲酒運転追放会を結成、自分の車にワッペンをは

って飲酒運転しないよう誓うとともに、この大村の町

から飲酒運転がなくなるよう呼びかけています。

みんなで力を合せ飲酒運転を追放しまし ょう。

本町2丁目商庖街

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

教養の向上と生きがいを

老人の教養の向上と生きがいを高めようと、 7月21
日から 8月4日まで、 3固にわたって老人大学が聞か
れました。参加者は時事や経済、趣味などの講義を熱

心に聞いていました。最終日は交通安全の映画のあと

3日間休まずに受講した119人に修了証書が渡されま
した。

老人大学{こ194人参加

西

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

下
水
道

;t 言語Fi
~ .--.. 

~ it ~鳴 i

注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
、
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談

が
あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
，
な
る
人

な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

街
の
顔
で
す

IL' 

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

g月の健康相談日程

|門 | 内 容
-
3歳
児
検
診

対
象
昭
和
五
十
年
二
月
生
れ
の

幼
児
が
対
象
で
す
が
、
四
十
九

年
八
月
か
ら
五
十
年
一
月
生
れ

で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
幼
児
も

受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
八
月
二
十
四
日

午
前
九
時
三
十
分

t
十
時
三
十

9月の日曜・祭日当番医
日!診療科目|医院名 |所在地 |電話

iaI吋桝本医院将軍航
l 外 科山道医院 1 ~~-r1 13-2305 

i仏;|;fzl時l;:;;::
1内町内科l??i12-3m
産婦人科福田産婦人科1~ -r ~ 12-6124 

11必児到田川小児科 |武部郷 |ト4000

[1内 利渡辺医戸L竺恒竺型6H内 科[中村医院戸町|2-m
|内 科本郷医院 |武部郷 12-3659

h-吋吋345751
外 科|中島外科西三城町2-38751

診療時間午前g時~午後s時

で

す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

分
、
午
後
一
時

t
二
時
(
受
付
)

場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
鹿
手
帳
を
必
ず
と
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、
百
日
咳
な
ど
に
か
か
っ

て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次
回
に
お

受
け
下
室
い
。
(
毎
月
第
四
木
曜

日
)

-
妊
婦
教
室

毎
月
市
役
所
健
康
相
談
室
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
九
月
は
中
地
区

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

時
間
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時

場
所
中
地
区
公
民
館

(
中
央
町

パ
ス
停
下
車
)

日妊婦
月日 | 内
9/o I。はじめて母親となる心得
(第1回)I :妊娠中の保健(乳房ーマッサージの実習)
!。映画、生命の創造'

VJL 1:妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習)
(第2回)i。安産のために(補助動作・妊婦体操の実習)

(山jiiTFLッのさせ方の実習)
9 /27 I 0乳幼児の環境と性格
(第4回)1。家庭の幸せのために(家族計画)

程
-;;c; 
J合

室教

夜

間

工

事

市
は
下
水
道
工
事
の
た
め
、

次
の
と
お
り
夜
間
工
事
を
実
施

し
、
車
両
の
通
行
を
制
限
し
ま

す。
市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
周
辺

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ど
協

募

集

-
入
国
警
備
官

(
高
校
卒
業
程
度
)

受
験
資
格

昭
和
三
十
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
六
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
男
子

受
付
期
間
八
月
二
十
五
日
か
ら

九
月
七
日
ま
で

第
一
次
試
験
十
月
二
十
二
日

教
養
試
験
・
作
文
試
験
を
行
い

ま
す

願
書
請
求
先
・
問
合
せ
先

法
務
省
大
村
入
国
者
収
容
所

(
古
賀
島
町
五
九
五
|
一
一
・

曾

②
l
一
一
一
一
一
一
)

-
自
衛
官
(
各
種
〉

〈
世
間
空
学
生
〉

資

格

高

卒
者

(
来
春
卒
楽
見

込
の
人
を
含
む
)
で

二
十
歳

通

行

止

め

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
津
都
市
下
水
路
工
事

場
所

原
口
町

(原
口
交
差
点

内
)
八
月
二
十
日

t
九
月
末

日
ま
で

夜
九
時

t
朝
七
時

片
側
通
行
止
め

期
間

制時
限間

未
満
の
男
子

募
集
期
間
九
月
二
十
六
日
ま

で

〈
一
般
曹
候
補
学
生
〉

資
格
高
卒
者
(
来
春
卒
業
見

込
の
人
を
含
む
)
で
二
十
歳

未
満
の
男
子

募
集
期
間
九
月
三
十
日
ま
で

〈
ニ
等
陸
・
海
・
空
士
〉

資

格

十

八
歳
以
上
二
十
五
歳

一
交
通
事
故
相
談

-

(

毎

月

第
四
火
曜
日
)

-

日

時

八

月

二

十

二

日

一

午

前

十

時

t
午
後
三
時

…
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

.

(

毎

月

第

四

水

曜
日
〉

未
満
の
男
子

募
集
期
間

常
時

※
願
書
及
び
詳
し
い
乙
と
は
市
民

課
ま
た
は
募
集
事
務
所
へ

-
老
人
作
品
展
の
作
品

開
催
期
間

十
七
日

展
示
会
場

福
祉
セ
ジ
タ

I

募
集
作
品
老
人
(
六
十
歳
以
上

の
市
内
居
住
者
)
の
多
年
に
わ

た
る
趣
味
、
経
験
を
生
か
し
た

創
作
品

(手
芸
、
工
芸
、
書
、

絵
画
、
盆
栽
、
そ
の
他
研
究
物
)

で

一
人
一
点

出
品
申
込
出
品
申
込
み
は
各
老

人
会
会
長
を
通
じ
て
申
込
む
こ

'と

九
月
十
三
日

I
九
月

搬
入
九
月
十
一
日
と
十
二
日
の

午
前
中
に

日

時

八

月

二

十

三

日

一

午
前
十
時

l
午
後
三
時

人
権
(
身
の
上
)
相
談

(毎
月
第
一
木
曜
日
)一

日

時

九

月

七

日

・

午
前
九
時
三
十
分

1
午
後
…

三

時

一

l主三j
-
L
i
l
l
i
-
-1

1
l
i
l
i
-
-
l
l
Il
l
i
-
-
-

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い

Ijl/lIIlli--2611f!ili
--1tilt-Ill11111211lE1tEthi--t
、、L
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も
よ
お
し

ー
第
沼
田
市
文
芸
大
会

1
第
叩
回
県
文
芸
大
会

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で

皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

日
時
十
月
十
五
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分

場

所

中

央
公
民
館

応
募
要
領

規
定
小
説
・

戯
曲

・
文
芸
評

論
三
十
枚
ま
で
。
隣
筆
十
枚

ま
で
(
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

使
用
)
。
詩
二
編
、
短
歌
五

F

社
会
福
祉
事
業
費
へ

…マ
松
田
智
恵
子
(
八
幡
町

・
亡
夫

-

勇
作
)
五
万
円

…
マ
福
井
源
八
(
鬼
橋
町
・
亡
母
リ

一
シ
)
五
万
円

…
マ
宮
本
ア
サ
子
(
黒
木
郷
・
亡
夫

一

英
世
)
十
万
円

首
ま
で
。
俳
句
三
句
一
組
で

五
組
ま
で
。
川
柳
三
句

一
組

で
五
組
ま
で
。

※
各
部
門
と
も
未
発
表
作
品
の

乙
と
。
題
材
は
自
由
で
す
が

川
柳
の
課
題
は
日
課。

作
品
に
は
部
門
・
住
所
・
氏

名
を
明
記
す
る
乙
と
(
筆
名

自
由
)

応
募
後
の
字
句
訂
正
は
認
め

な
い
。
作
品
は
返
却
し
な
い

参
加
料

各
部
門
と
も
五
百
円
。

た
だ
し
、
短
歌
は
一
首
に
つ
き

五
百
円
。
俳
句
、
川
柳
は
一
組

に
つ
き
五
百
円
。
詩
は
一
編
に

つ
き
五
百
円
。

締
切
八
月
三
十
一
日

(当
日
消
印
有
効
)

送

り

先

長
崎
市
上
小
島
三
|
十

三
ー
四
一
、
岡
本
与
志
朗
方
、

長
崎
文
芸
協
会

賞

知

事
賞
、
県
議
会
議
長
賞
、

県
教
委
賞
、
市
長
賞
、
市
議
会

議
長
賞
、
市
教
委
賞
、
県
文
芸

協
会
賞
選
者
賞
、
互
選
賞
そ

の
他
多
数

作
品
集
大
会
作
品
集
長
崎
県
文

芸
第
十
八
集
を
会
員
に
後
送
す

る
-
吟
道
大
会

岳
精
流
日
本
吟
院
大
村
岳
精
会

で
は
吟
道
大
会
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
ど
自
由
に
ど
来

ご
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た

敬
称

敬
称

社
会
福
祉
事
業
費
へ

マ
田
崎
加
代
子

(寿
古
郷
)
千
円

マ
パ

l
ル
レ

1
ン
大
村
(
代
表
者

長
岡
龍
由
)
十
四
万
千
四
百
五

十
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
豊
永
繁

(
西
三
城
町
)
額
縁
入

り
油
絵
一
幅

マ
赤
佐
古
老
人
ク
ラ
プ
・
笑
顔
会

(会
長
高
野
米
吉
〉
タ
オ
ル
百

六
本

マ
椛
島
文
代
(
池
田
新
町
)
衣
類

三
十
点

清
和
国
ヘ

マ
大
村
青
年
会
議
所

三
カ
且
間

マ
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
西
瓜

新
聞
三
部

場
下
さ
い
。

日

時

九

月
三
日

午
前
八
時
三

十
分

t
午
後
五
時
ま
で

場

所

市

民
会
館

(
ホ
1
ル
)

内
容

吟
詠
、
剣
舞
、
詩
舞
な
ど

で
宗
家
創
流
の
横
山
岳
精
氏
、

特
別
出
演
と
し
て
児
童
合
唱
団

マ
マ
コ
ー
ラ
ス
、
大
村
民
踊
協

会
が
出
演
し
ま
す

の

他

そ

園
水
道
部
か
ら

ー
飼
犬
に
つ
い
て
お
願
い
|

水
道
料
金
の
集
金
や
メ
ー
タ
ー

の
検
針
に
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
お
伺

三
十
キ
ロ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ

シ
一一…

十
六
キ

ロ
、
キ

ャ
ベ
ツ
二
十
五
一

キ
ロ

マ
森
九
州
男
(
久
原
郷
)
蜂
蜜
二一

十

四

キ

ロ

一

マ
陣
内
京
子
(
古
町
二
丁
目
)
チ
一

リ
紙
三
十
六
メ

一

マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
(
二
十
…

五
人
)
慰
問
、
乳
酸
菌
飲
料
三一

本
マ
高
木
武
雄
(
武
部
郷
)
西
瓜
四一

十
五
キ

ロ
、
チ
リ
紙
十
二
メ
、
-

タ
バ
コ
二
十
箱
、
菓
子
十
袋

…

い
し
た
際
、
犬
に
か
ま
れ
る
と
い

う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

O
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い

。
玄
関
先
や
メ
ー
タ
ー
の
付
近
か

ら
離
し
て
つ
な
ぐ

O
く
さ
り
や
ひ
も
は
切
れ
な
い
も

の
を

-
「
進
学
積
立
貯
金
」

取
扱
い
を
始
め
ま
し
た

高
校
、
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
進
学
資
金
準
備
に

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

乙
の
制
度
は
、
積
立
貯
金
に
進

学
ロ
l
ン
が
セ

ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

特
例
と
し
て
、
来
春
進
学
さ
れ

る
人
の
場
合
、
六
カ
月
以
上
積
立

て
る
と
進
学
ロ

l
ン
の
ご
利
用
が

で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
各
郵
便
局
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

(
大
村
郵
便
局
)

一
戸
内

V
L
暑
さ
で
パ
テ
け
て
お
く
。

豆
に
だ
し
汁
が
か
一

一

F
lこ
気

味

の

乙

の

ど

ぷ

る

ま

で

入
れ
る
。

一

一

二

三

ろ

で

す

。

②

ゴ

ボ

ウ

は

さ

さ

が

き

に

し

一

一

・

・

」

暑
さ
で
食
欲
て
水
に
入
れ
、
よ
く
あ
く
抜
き
一

'

=

d

司

.

，

一
.
邑
長
一
の
な
い
と
き
、
を
す
る
。

ざ
る
に
あ
げ
、
よ
く
一

一

・

一

二

回

鉄
火
ミ
ソ
が
よ

水

を

切

っ
て
か
ら
油
で
い
た
め
一

一

い

と

い

う

乙

と

る

。

一

一
を
聞
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
て

③

な

べ

に

調
味
料
全
部
と
大
一

一
み
ま
し
ょ
う
。

豆
を
だ
し
汁
ど
と
入
れ
、
そ
こ
一

一

材

料

U

大
豆
七
十
グ
ラ
ム
、
へ
②
の
ゴ
ボ
ウ
を
入
れ
、
中
火
一

一
ゴ
ボ
ウ
一
本
(
百
グ
ラ
ム
く
ら
で
み
そ
の
元
の
固
さ
に
な
る
ま
一

一
い
て

赤
み
そ
百
グ
ラ
ム
、
砂

で

ね

る

。

一

一
糖
五
十

t
七
十
グ
ラ
ム
、

酒

ニ

最

後
に

い
り
がコ
マ
を
入
れ
て
一

一
分
の
一

カ
ッ
プ
、
み
り
ん
大
さ
仕
上
げ
る
。

一

一
じ
こ
は
い
、
だ
し
汁
二
分
の
一

木
の
芽
か
青
ジ

ソ
が
あ
れ
ば
な
一

一
カ
ッ
プ
、
ゴ

マ
油
ま
た
は
サ
ラ
お
よ
い
(
四
人
前

)

。

一

一

ダ

油

少

々

。

ゴ

ボ

ウ

と

み

そ

と

互

の

香

ば

一

一
①
だ
し
汁
に
、

い
り
た
て
の
し
さ
が
食
欲
を
か
き
た
て
て
く
一

一
熱
い
大
豆
を

一

時

間

く

ら

い

つ

れ

ま

す

。

一
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